
２ 中学校

（１）国語

【第１学年】

実施生徒数 10,851 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 65.4 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 10,976 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 60.3 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)
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平均正答数 15.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 21 66.2

主として「活用」 4 60.9

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 2 37.6

書くこと 1 61.9

読むこと 7 64.1

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
17 67.1

評価の

観点

話す・聞く能力 2 37.6

書く能力 1 61.9

読む能力 6 64.4

言語についての

知識･理解･技能
16 69.4

問題形式

選択式 15 66.4

短答式 9 64.1

記述式 1 61.9

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 19 63.1

主として「活用」 6 51.5

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 2 55.0

書くこと 3 48.8

読むこと 12 49.9

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
11 72.6

評価の

観点

話す・聞く能力 2 55.0

書く能力 3 48.8

読む能力 9 50.3

言語についての

知識･理解･技能
11 72.6

問題形式

選択式 6 70.3

短答式 17 57.2

記述式 2 56.4



【結果から見られる成果と課題】

○ １・２年生において、文脈に即して漢字を正しく読んだり書いたりすること

については、相当数の生徒ができている。

・「導き」（中１３一３：92.7％）、「やさ（優）しく」（中１１一３：80.5％）
みちび

・「わら（笑）った」（中２１一１：98.0％）、「家来」（中２１一２：94.3％）
け ら い

○ １年生において、語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことについて

は、相当数の生徒ができている。

・慣用句の使い方「手を焼く」（中１２一２：83.3％）

H28 中3 全国調査52.1％「語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う」

・ことわざの意味「石の上にも三年」（中１２一４：82.8％）

○ １年生において、字形を整え、文字の大きさ、配列に注意して書くことにつ

いて、改善の傾向が見られる。（中１２三：76.0％）

H28 中3 全国調査52.1％「文字の形や大きさ、配列に注意して書く」

● １年生において、主語と述語との関係を適切に捉えることに課題が見られる。

・文の構成を理解し、主語を捉えること（中１２四：45.1％）

・主語と述語との関係を適切に捉えて話すこと（中１３四（１）：29.3％）

● ２年生において、文章や描写に着目して登場人物の心情を読み取ることに課

題が見られる。（中２１四：19.5％）

● ２年生において、説明的な文章を正確に解釈することに課題が見られる。

・必要な情報を的確に読み取ること（中２３四：34.8％）

・前後の段落に注意しながら必要な情報を的確に読み取ること

（中２３五：29.0％）

・必要な情報を読み取り、該当するものを選ぶこと（中２３六：50.3％）

● 条件に即応して記述することに課題が見られる。

・資料から必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書くこと

（中１４三：61.9％）

・読み取った情報を条件に合うように的確に表現すること（中２４四：33.6％）

・自分の立場を決め、理由を適切に説明すること（中２４五：56.0％）

H28 中3 全国調査70.6％「文章の構成や表現の仕方について、根拠を明確にして

自分の考えを具体的に書く」

H28 中3 全国調査 59.4％「本や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確

にして自分の考えを書く」

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



国語【中学校１、２年生】

（中学校１年生）
● 主語と述語との関係を適切に捉えることに課題が見られる。

○ 山田さんの発言の中で、主語と述語の関係が間違っている一文がある。そ
の一文の主語を変えずに正しい表現に直しなさい。

山田 「（略）筆者は独特なものの見方をしている文章だね。」

【正答例】筆者は独特なものの見方をしているね。

中１：２９．３％

（中学校２年生）
● 文章や描写に着目して登場人物の心情を読み取ることに課題が見られる。

○ 「その言葉をまんじゅうといっしょにのみこんだ」とあるが、なぜ、「ぼく」
はその言葉を言わなかったのかを考え、「～と気づいたから。」に続くように、
２０字以内で答えなさい。

【正答例】その人が亡くなっているかもしれない（と気づいたから。）
（19字）

中２：１９．５％

● 条件等に即応して記述することに課題が見られる。

○ 河本さんは、「クの資料」から、はなっこりーのよいところを読み取れてい
ません。「クの資料」から分かる、はなっこりーのよいところを答えなさい。

ク ９月頃からは、涼しい山口市阿東町や岩国市錦町、美祢市などで栽培
され、冬場は温暖な山口市や宇部市、下関市などで栽培され、５月まで
出荷されている。

【正答例】夏の３か月以外の期間、県内各地で栽培できるところ。

中２：３３．６％



（２）数学

【第１学年】

実施生徒数 10,828 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 22 問

平均正答率 56.9 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 10,973 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 52.3 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)
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平均正答数 12.5問

平均正答数 13.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 16 64.0

主として「活用」 6 37.2

学習指導

要領の

領域等

数と式 10 54.7

図形 5 55.0

関数 4 58.7

資料の活用 3 63.3

評価の

観点

数学的な見方や考え方 6 37.2

数学的な技能 8 49.5

数量や図形などについての

知識･理解
8 72.3

問題形式

選択式 6 65.8

短答式 15 54.3

記述式 1 37.2

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 19 60.8

主として「活用」 6 25.4

学習指導

要領の

領域等

数と式 14 57.4

図形 6 47.4

関数 4 46.0

資料の活用 1 35.7

評価の

観点

数学的な見方や考え方 6 25.4

数学的な技能 12 58.3

数量や図形などについての

知識･理解
7 65.0

問題形式

選択式 10 56.9

短答式 13 51.9

記述式 2 31.6



【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な内容の理解には、おおむね成果が見られる。 

  ・直方体を構成する面について理解すること（中１４(1)：86.9％、中２５(1)：87.8％） 

  ・表から２つの数量の関係をとらえること（中１５(2)：87.8％） 

  ・度数分布表から正しく情報を読み取ること（中１６(1)：82.6％） 

  ・度数分布表から最頻値の属する階級を求めること（中１６(2)：91.4％） 

  ・正の数と負の数の意味を実生活の場面に結びつけて理解すること（中２１(4)：88.3％） 

  ・連立方程式の立式の際に、着目する必要がある数量を見いだすこと（中２３(3)：89.6％） 

 

●  基本的な内容の一部については、理解に課題が見られる。 

  ・自然数の意味を理解すること（中１１(3)：62.9％、中２１(3)：41.4％） 

  ・一次関数の表から変化の割合を求めること（中２６(2)：45.8％） 

  ・反比例のグラフからｘとｙの関係を示した表を選ぶこと（中２６(3)：46.3％） 

  ・度数分布表から相対度数を求めること（中２７：35.7％） 

  ・基準量と比較量の関係を理解すること（中１２(3):64.2％、中２２(4):64.6％） 

 

●  文字を用いた式で表すことに課題が見られる。 

  ・数量の関係を文字式で表すこと（中１２(2)：34.2％、中２２(2)：32.4％） 

  ・事象を数学的にとらえ、文字式で表すこと（中２11(1)：7.4％） 

 

●  知識や技能を活用して問題を解決することに課題が見られる。 

  ・具体的な場面で、絶対値や正の数・負の数を使った計算をすること（中１７(1)：47.3％） 

  ・指定されたルールの中で、正の数・負の数の計算を活用すること（中１７(2)：31.9％） 

  ・具体的な場面で、最適な概数を考察し、問題解決に活用すること（中１８(1)：15.9％） 

  ・単位量当たりの大きさを用いて全体の個数を求めること（中１８(3)：42.7％） 

 

●  基本的な図形の作図や計算などに課題が見られる。 

  ・角の二等分線の作図について理解すること（中２４：45.9％） 

  ・円周の長さから直径を求めること（中２５(2)：44.8％） 

  ・正四角錐の体積を求めること（中２５(3)：39.0％） 

・事象の中の図形的な特徴を読み取ること（中２10(2)：44.6％） 

 

●  与えられた情報を正確に読み取り、筋道を立てて考えることに課題が見られる。 

・説明の筋道を読み取り、角の性質を使って説明を完成させること(中１９(2)：42.3％） 

  ・情報を読み取り、事象を数学的に解釈すること（中２10(1)：22.0％） 

・必要な情報を読み取り、数学的に解決すること（中２11(2)：15.3％） 

 

●  日常的な事象を数学的に解釈して説明することに課題が見られる。 

  ・情報や図をもとに、角の大きさを使って図形の性質を説明すること（中１９(1)：37.2％） 

  ・式の意味を読み取って計算し、予想が正しいことを説明すること（中２８：31.0％） 

  ・２つの数量の変化の表から段差の高さを求め、その理由を説明すること(中２９：32.2％） 

   
  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※  ○は成果、●は課題を示している。 



【中学校１年生】 

●  情報や図をもとに、角の大きさを使って図形の性質を説明することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中１：３７．２％ 

 

【中学校１・２年生】 

●  自然数の意味を理解することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中１：６２．９％ 中２：４１．４％ 

 

●  数量の関係を文字式で表すことに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

  中１：３４．２％  中２：３２．４％ 

 

●  基準量と比較量の関係を理解することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

  中１：６４．２％  中２：６４．６％ 

 
【正答】５a＋３ 

【正答】 ウ 

 

【正答】ウ オ 

【正答例】花壇の一つの角の周

りの角は 360°で、長方形の花

壇の１つの角は 90°、花壇と

柵の間も長方形だから①は

90°になる。４つの曲線部分を

集めると集まった角は 360°

で円１つ分となるから、半径１

ｍの円周と等しいと考えた。 

数学 



【中学校２年生】 

●  基本的な図形の計算に課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

  中２：（２）４４．８％  （３）３９．０％ 

 

●  式の意味を読み取って計算し、予想が正しいことを説明することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中２：３１．０％ 

 

●  事象を数学的にとらえて文字式で表すことや、必要な情報を読み取って数学的に解決

することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中２：（１）７．４％  （２）１５．３％ 

【正答例】 

（10x＋y）－（10y＋x） 

＝９x－９y 

＝９（x－y） 

x、yは整数なので、x－yは整数どうしの

差となり、整数。 

よって、９（x－y）は、９×整数となり、

９の倍数。 

したがって、予想は正しい。 

【正答】６π  ㎝ 【正答】６０  ㎤ 

【正答】（１）２a－b＋５ 

【正答】（２）少なくとも  ３  点差 



（３）社会

【第２学年】

実施生徒数 10,982 人

設問数 25 問

平均正答率 42.7 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 16 48.0

主として「活用」 9 33.1

学習指導

要領の

領域等

世界の地域構成 3 50.2

世界各地の人々の生活と環境 2 68.2

世界の諸地域 5 48.3

世界のさまざまな地域の調査 0 －

日本の地域構成 1 34.0

世界と比べた日本の地域的特色 2 27.2

歴史のとらえ方 1 23.1

古代までの日本 3 42.0

中世の日本 7 34.1

近世の日本 5 46.8

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 6 33.7

資料活用の技能 7 40.2

社会的事象についての知識･理解 12 48.5

問題形式

選択式 14 48.5

短答式 5 44.1

記述式 6 27.6



【結果から見られる成果と課題】

○ 資料から、世界各地の人々のくらしの様子に関する情報を正しく読み取るこ

とができる。

・分布図から、世界の主な宗教の分布を読み取ること（２(1)73.4％）

○ それぞれの時代における外国との交流に関する知識・理解の定着に改善が見

られる。

・鎖国下における日本の対外関係（６(3)59.2％）

H27 中2 学力定着状況確認問題「鎖国下における日本の対外関係」57.6％

● 資料から必要な情報を読み取ったり、読み取った情報をもとに地域の特色等

について説明したりすることに課題が見られる。

・複数の資料から読み取ることができる情報をもとに、日本の農業の特色につ

いて説明すること（５(3)24.6％）

・資料から、東南アジアの地域的特色について読み取ること（３(3)26.5％）

・複数の資料から読み取ることのできる情報をもとに、アフリカの産業の課題

について説明すること（４(2)27.7％）

● 記述式問題に課題が見られる。

・承久の乱あるいは刀狩について、その内容と結果について説明すること

（９(2)20.9％）

・南蛮貿易、朱印船貿易の特徴について説明すること（７(4)23.0％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



社会【中学校２年生】

● 資料から必要な情報を読み取ったり、読み取った情報をもとに地域の特色等について説明
したりすることに課題が見られる。

輸出品の種類が少ないと、その国の経済にどのような問題が生じるか。資料２から読み取
ることができる内容にふれながら、資料１のザンビアを例にあげて説明しなさい。

中２：２７．７％

● 記述式問題に課題が見られる。

Ｄ班の調べた三つの貿易の中から、①南蛮貿易か②朱印船貿易のどちらか一つを選んで、
その貿易の特徴を説明する文を解答用紙の（ い ）に当てはまるように答えなさい。なお、
貿易の特徴については、次の条件のうち、二つ以上がふくまれるように答えなさい。

＜条件＞１. その貿易に関わった人
２. その貿易の相手国（地域）
３. その貿易に使われた書類（証明書）
４. その貿易で取引されたおもな品物

中２：２３．０％

【正答例】 ＜「朱印船貿易」を選んだ場合＞

東南アジアの国々との貿易で、徳川家康らが、外国と貿

易する大名や商人に渡航を許可する朱印状を渡して貿易を

進めた。日本は銀を輸出し、中国産の生糸や絹織物などを

輸入した。

【正答例】

ザンビアを例に挙げて説明すると、輸出の大部分を銅に

たよっているため、価格の変動が輸出総額に大きく影響し、

経済が不安定になりやすい。



（４）理科

【第２学年】

実施生徒数 10,617 人

設問数 25 問

平均正答率 43.4 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

平均正答数 10.8問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 19 40.0

主として「活用」 6 48.4

学習指導

要領の

領域等

エネルギー 6 25.2

粒子 8 40.5

生命 6 64.2

地球 5 37.8

評価の

観点

科学的な思考・表現 10 38.2

観察・実験の技能 3 38.1

自然事象についての知識･理解 12 46.3

問題形式

選択式 8 33.0

短答式 11 45.4

記述式 6 48.4



【結果から見られる成果と課題】

○ 実験のグラフから比例関係にあることを見出すことに成果が見られる。

・おもりの重さとばねののびが比例していることを理解すること

（６（２）82.8％）

・地震による災害について理解すること （８（３）83.0％）

● 計算を伴う問題に課題が見られる。

・溶媒と溶質について理解し、質量パーセント濃度を求めること

（５（１）16.5％）

・浮力について理解すること（６（３） 8.6％）

・音の速さを求めること（７（１）17.0％）

・音が伝わる時間と速さから、距離を計算すること（７（２）15.4％）

● 実験データに基づいて類推することに課題が見られる。

・化学変化によって、原子の種類が変化しないことを理解すること

（１（１）17.8％）

● 浮力による見かけの重さを読み取ることに課題が見られる。

・フックの法則について理解することや、沈んでいる深さと浮力とは無関係で

あることを理解すること（６（４）20.9％）

● 溶解度の違いによって起こる現象をとらえることに課題が見られる。

・水溶液の性質及び溶解度について理解すること（１（３）38.1％）

H27 中３ 全国調査「同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと炭酸ナトリウムを

それぞれ加えたとき、どちらが炭酸水素ナトリウムであるかを

選ぶ」33.4％

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



理科【中学校２年生】 

● 実験データに基づいて類推することについて課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中２：１７．８％ 

 
● 沈んでいる深さと浮力とは無関係であることの理解に課題が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中２：１５．４％ 

 

【正答例】 
 Ｈ、Ｃ、Ｏ 

【正答例】 
① ９．０ 
② ８．０ 



（５）英語

【第２学年】

実施生徒数 10,984 人

設問数 23 問

平均正答率 42.9 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した生徒について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

平均正答数 9.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 18 49.0

主として「活用」 5 21.6

学習指導

要領の

領域等

聞く 6 61.8

読む 12 42.4

書く 5 21.6

評価の

観点

外国語表現の能力 5 21.6

外国語理解の能力 15 46.1

言語や文化についての知識･理解 3 62.6

問題形式

選択式 14 54.9

短答式 2 15.4

記述式 7 26.9



【結果から見られる成果と課題】

○ 英文を聞き、絵を見て状況を判断する問題については、相当数の生徒ができ

ている。

・絵の中の人物の動作を正しく表現した英文を聞き取ること （１(2)95.3％）

● 英語で書かれた情報を読み取り、英語で問われた質問に適切に答えることに

課題が見られる。

・“What can people do on October 27th?”という質問に“Learn about

Ichiro's life.”という答えを選ぶこと（５(1)35.5％）

・“Was Saki's seat 8C?”という質問に、“No, it wasn't.”と書いて答える

こと（８(1)イ8.1％）

● 前後の英文から意味のつながりを考えて、適切に英語でやりとりすることに

課題が見られる。

・新作映画を話題にした対話を完成させるために、英語版か日本語版のどちら

で観るかを英語で書くこと（７(3)18.3%）

・“My mother was happy to hear that.”という表現の根拠となる登場人物の

セリフを、本文の内容から判断して英文で書くこと（８(2)18.7%）

● 代名詞が何をさしているかを正確に判断して、英文を読み進めることに課題

が見られる。

・ケンジ(Kenji)が何について下線部②のように思ったのか。という質問に日

本語で答えること（６(4)21.7％）

● あるトピックについて、自分の考えとその理由を英語で書くことに課題が見

られる。

・“ is a good season for me.”に具体的な季節を英語で書き、その

理由を続けて英語で書くこと（８(3)ア、イ 36.2％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



英語【中学校２年生】

● 英語で書かれた情報を読み取り、英語で問われた質問に適切に答えることに課
題が見られる。

中２：（１）３５．５％

● 前後の英文から意味のつながりを考えて、適切に英語でやりとりすることに課
題が見られる。

中２：（３）１８．３％

【 正答 】

（１）エ

【正答】 （例）

（３） I'll try the English one. / I'll watch the English one.


